
2013. 1. 19 〜 2013. 3. 3

宇宙劇場 ★ プラネタリウム

KURASHIKI SCIENCE CENTER

倉敷科学センター

投映の話題 (今夜の星空解説含む)

〒712−8046　倉敷市福田町古新田940　ライフパーク倉敷
　　　　　　ＴEL  (086)454−0300 ／ FAX  (086)454−0304
http://www2.city.kurashiki.okayama.jp/lifepark/ksc/
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●開館時間　９：00〜17：15（入館は16：45まで）

●休館日　　月曜日（祝日・振替休日はその翌日），年末年始（12月28日〜1月4日）

　　　　　　　　◆プラネタリウム休演日　2月5日(火)〜6日(水)，3月5日(火)〜7日(木)

　　　　　　　　◆全天周映画休演日　　　2月5日(火)〜6日(水)

●入場料　

●宇宙劇場投映開始時刻

倉敷科学センター

◆定員210名，各回入れ替え制。投映中の入退場はご遠慮ください。

◆学習投映は団体予約優先の投映です。団体でご利用の場合は，あらかじめお電話で

　ご予約ください。

◆学習投映の番組は幼児用，小学生用（低学年，高学年），中学生用を用意していま

　す。

◆小・中学校及び幼稚園等の春・夏・冬休み期間中は，火〜金曜日も，土・日曜日と

　同じ投映スケジュールとなります。
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全天周映画

プラネタリウム

プラネタリウム
+

全天周映画

個　人区　分　／　金　額
団　体

（20人以上）

600円 480円お と な

400円 320円お と な

400円 320円お と な

400円 320円お と な

300円 240円こ ど も
（小・中学生，高校生）

200円 160円こ ど も
（小・中学生，高校生）

200円 160円こ ど も
（小・中学生，高校生）

100円 80円
こ ど も

（小・中学生，高校生）

10：30曜日／時刻

火〜金

土・日・祝

春・夏・冬休み

学習投映（団体予約優先）10:00，11:10，13:10

全天周映画 プラネタリウム

全天周映画 プラネタリウム

全天周映画 プラネタリウム全天周映画 プラネタリウム
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広江一丁目交差点

◆ＪＲ倉敷駅からタクシー　25分

◆ＪＲ倉敷駅からバス　　　25分

　○下電バス

　・『大高経由ＪＲ児島駅行』

　　　　　　　福田中学校前下車・徒歩20分）

◆国道２号線　笹沖交差点から車で15分

　（古城池トンネルを抜けて最初の信号を左折）

◆瀬戸中央自動車道　水島ＩＣから車で10分

　（広江一丁目交差点を右折後，最初の信号を右折）

ほし

星へものをたずねて
く ら し き て ん も ん だ い ほ ん だ も のみのる がたり

〜倉敷天文台・本田実物語〜

星尋 (せいじん) 山荘の脇にある碑



すいせい しんせい

プラネタリウム

上映期間 / 1月19日(土)〜3月3日(日)
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〜倉敷天文台・本田実物語〜

　倉敷天文台は，1926年(大正15年)に原澄治が私

財を投じて設立した日本初の民間天文台です。原

氏は，山本一清博士(京都大学花山天文台長)や岡山

県のアマチュア天文家・水野千里氏が，一般の

人々も利用できる天文台の必要性を力説していた

のに共感し，当時としては国内最大級の口径32cm

反射望遠鏡 (現・市指定重要文化財) をイギリスか

ら購入し，天文台を開設しました。当時の日本で

は，天文台は官立の３施設のみで公開天文台とい

う概念すらありませんでしたから，誰もが無料で利

用できる倉敷天文台の誕生は，実に画期的なこと

でした。本田実は1941年に倉敷天文台台員とな

り，亡くなるまでここで活躍を続けました。

　現在，原澄治と本田実は倉敷市名誉市民となり，

倉敷天文台の一角に「原澄治・本田実記念館」が

開設されています。
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鳥取県八頭郡八東村に農家の長男として生まれる。

直径28ミリのレンズを購入し望遠鏡を自作。

神田 茂 著『彗星の話』を読み彗星探しを決意。

花山天文台にレンズの反射光を彗星と誤って
報告。これがきっかけとなり，花山天文台長
山本一清博士の指導を受けることになる。

山本博士が開設した広島県瀬戸村 (現福山市)
の黄道光観測所の観測員となる。

初めての新彗星「岡林・本田彗星」を発見。

倉敷天文台台員として着任する。

慧 (さとる) 夫人と結婚。

応召 (中国東北部，シンガポール作戦等に従軍)

戦地で拾ったレンズで望遠鏡を作り周期彗星を発見。

戦後初の新彗星「本田彗星」を発見。

若竹の園 (保育園) の園長に就任。

初めての新星「へび座新星」を発見。

賀陽町 (現吉備中央町) に観測小屋を建設。

上記観測小屋を「星尋山荘」と名付ける。

没 (77歳)　倉敷市名誉市民証を贈られる。

　倉敷天文台で，戦後次々と彗星や新星を発

見し，天体発見王とも呼ばれたアマチュア天

文家・本田実。生涯に発見した新彗星12

個・新星11個という偉大な業績は，いまな

お，天文学の世界で光り輝いています。

　10歳のころから星に興味をもった本田さんは，その後，ひたすら一途に星

を見ることに生涯を捧げ，そのパワーと情熱は超人的とすら言われました。

また一方で，若竹の園という保育園の園長を勤めたり，書や詩歌をたしなん

だり，その生きざまは天文家のみならず多くの人々に影響を与えました。

　この番組では，子どものような純粋さで星と自然を愛し続けた本田さんの

人生を振り返りながら，本田さんの熱いメッセージを紹介していきます。

本 田 実 の あ ゆ み本 田 実 の あ ゆ み

倉敷天文台と本田実倉敷天文台と本田実

原澄治・本田実記念館の
入口に掲げられた原氏の
書「銀河千里を貫く」。
“銀河”は“熱情”をも
意味し，熱い情熱が人を
動かし，この倉敷天文台
が誕生したことを表す。

原澄治・本田実記念館の２階

本田実(左) と 原澄治(右)
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晩年に建てた観測小屋「星尋山荘」(左)と

そこでの様子を詠んだ本田氏自筆の詩(上)

せいじんさんそう

よ

せいじん


